



































































































































































































































































































































































































































































































































































































にした死と生と 合一を神秘的 扱おうとしたものと考える。死に関わる表現そ は、
テーマに比して以外と少ない。
0•••それ（薔薇）もだん／＼匂ひがつよくなってくるのを
みると、
きっと
薔薇の花は酸え
はじめてゐるので
せう。」と
いふのをきい
たとき、苧菟は、
班耶のなかに住んでゐる死が、
苧菟のなかの死に話しかけてゐるゃうな氣もちがしてならなかった。
0|
さきほど苧菟を喋ませたあのひとつの手。彼には
Jd副�
が死の掌で司られてゐる朝のやうにおもはれた。
0（烏は）さうして匪たさうな目をやうやく苧菟のはうへむけ
ると、
その乾いた編裂われたまつ黒な嘴が、
ゆっくりとけだ
る＜歌ひだした。「ーー瑶耶が、死んだ。」
0か
つて二つの死の、
珊瑚樹の品のやうな固いむすぴ合ひが、
かれらの生をかたちづくったのだ。
だが今、
一ばうの死はは
るかとほくへのがれ去ってしまった。
0そ
し その不貸在の生 、苧菟のなかで
死がよく死際の
人にたいしてするゃうな、
かゞやかしい暴力をふるひ出して
ゐた
。
耶の死をひときは切なく懸ひしたひはじめてゐた。
その死は
いぜん やうにかれらの間にこよなく美し
い、
またはかない
虹をなげかけはしな ったが、
さうしてすぺての作用を為し
得ないほど衰へてゐたが、
まだあの妖しい決して朽ちること
のない榮光に似た、
うらさぴれた魅はしの酪は失な
はなかった。
0そ
してまことや、
あららかな影の思ひ出の生
は、
死がかな
たの死のなかへ誘ひよせつ いつかそれと結合してうみ出す至高の生にくらべれば、
おろかしい偽の姿にすぎぬかもしれ
ぬ。なぜなら とは、
この
世に於てよりもより勁くあの世に
あって結ぴ合ふことがたやすいから。
．．． 
〇彼
のなかにほのかにへ
しかし力勁くのこったひと筋の死が｀
この部屋のどの隅にも瑕耶の死がのこされてゐないことをいとひはじめた だ。
〇苧
菟のなかにふた、ぴ甦った力強い死が、
瑶耶の死をこの
部屋によびもどしたのであるかもしれぬ。
江戸の心中ものは、
天国で結ばれるという死の崇高さを、愛の
崇高さを死によって高めるのだが、
三島は一方は、
現実におり、
一方は死の世界にいるという、
そして現実の者も心に死を充たし
ているという、
そ
してその死が、
一方の死を呼ぶという、
未来の
死を現実に呼ぴ戻したことになろうか。愛に充ちたことになろう。3
—
8『みのもの月
j
いにしえの男女の恋を脊簡形式に託して音楽のロンド形式風に
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展開し、
さらには男の出家と死を絡ませなが
ら、
女心を描き出そ
うとする小品であるが、
死に関わる表現は、
男と女の書簡に一カ
所ずつ現れ 。
〇わ
たしはいつ死なうやもしれぬ。
0こ
の日ごろあなたの御入寂をきこしめしてのゆゑやら、
少
将もおとなはれることまれに、
二人の男を受け入れ、
死んだ男との間には「夏萩」という子を
儲けて、
最後は女の語りで終わっているのだが、
ひとりごとのよ
うで、
死んだ男への書簡とは受け取れず、
沓簡としても、
受け取
る相手は死んだのであるから形式として
は、
最後は破綻している。
が見書風ということになろう。3
9ー「玉刻春
j
友人の姉を慕うも、
その弟の依頼で姉は拒絶するが、
弟の死に
よって、
愛の告白をする姉と郁哉との逢瀬で終わるが、
弟の死が
どんでんがえし
の役割をはたしてい
る。
三島の手法の―つである。
0花
小路が亡くなったのは彼が大學へはひってはじめての夏
休みであった。
この作品で、
郁哉の四国行きと兵営と山川博士の設定は留意す
ペきである。3
10「世々に残さん
j
部立てを「いろは」で始まり「のを京」で終わる28章の中品だ
が、
死に関わる表現は少ない。
0松明の火影にてらしだされたその顔を山吹はいのち死ぬべき•お
も
ひでみた。（緋絨の鎧をつけた春家）
0秋経の目にありありと山吹の姿とみえ
る、
それは死せる女悛
であった
。
しかし、
この春家と山吹とは三島は作品では死なせていないので
ある。平家物語や建礼門院右京大夫集を基盤としているが、
それ
はバックであって、
それを背漿とした恋の世界であろう。
3
11『曼陀羅物語」
大変短い作品だが、
誕生日のために曼陀羅を織らせたその王が
暗殺という結末で、
一例ある。
0|
そして、
昨日、
王さまは拭せられた。
織ったものが皆同じでそれから平和でなくなったという、
本来
は
、
パッピーエンドたるべきものを逆転させる三島の常套手段
で
ある
。
3_12「朝倉
j
「豊饒の海」の「浜松中納言物語
j
の手法は、
既にこの作品で
行われていることは、
慮要なことである。•この手法については、
別稿に誼るが、
死に関わる表現は、
少ない。
0前
三河守の要は苦しみ抜い
て、
目にも著く衰へたすゑ剥剥
の旅に就く。
明る朝歿くなったのである。
゜3
13「中世に於ける一殺人常習者の遺せる哲学的日記の抜粋」
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『エスガイの狩
j
の文章は、
二つの要素を持して展開している。
ーつは、
エスガイがホエルンを獲得するに至る過程、
もう―つは、
エスガイ兄弟がチレドを追
って、
エスガイとチレドが剣を抜いて
、
やがてチレドの首を例ねるに至る過程である。作
品の結構は完全
に
E成吉思汗質録』に拠っていて、
時の流れ、
人物、
主たる会話
と詩歌、
馬の模様に至るまで借用している。原典と相違するのは、
エスガイとチレドが実際に剣を交えて闘いやがてチレドの首を創ねる箇所である。死と血の描写
は、
これまで示したように事新し
いものではないが、
首を矧ねる場面は、
この『エスガイの狩
j
が
初めて
である。「チレドの首の
ない屍は固くなってよろめき乍ら
立ってゐた。」そしてその後の描写は、
事細かに仕上げていく。
4結
び
題名が示すように、
殺人の記録であるので、
ここでは、
血に関
わる表現を示そう。
〇殺
された彼（足利義鳥）の血が辰砂のやうに乾いて華麗な
緩
げん緑をだんだらにする。
0私
刀がその骰から引き抜かれる。
玉品色の虹をゑがき
っ、花やかに進る彼（能若衆）の血の為に。
16の作品中、
死の描写のない作品は、
3福に過ぎず、
如何に三
島 死というもの 意識していたかがわかるのであるが、
血の表
現がその に比較すると少ないことは以外であ 。
ゆっくりとであ
る。
三島
が野田氏に「サーカス
j
を持っていった
のは2月22日、
安藤氏によれば、「エスガイの狩」の脱稿は4月
8日とある。結構がそのまま
で、
文章を飾るのは三島のおてのも
のであるから、
1カ月そこそこあれば、
可能なことである。「文
藝」5.6月合併号に載り発行は8月ということになる。私が気になるのは、
これ以後、
新潮社の36巻の全集まで、
一切再録する
ことが かったことである。理由は、
二つ考えられる。
―つは、
結構がほとんど借り物で、
三島の発想ではないこと。
もう―つは、
あまりこの作品についての評はないが、
この当時、
三島は恋愛の
時期であった 。
そしてこ
の花嫁強奪は、
三島の心中にたゆ
たっていた恋愛感情と関係がある かということである。このことは●今少し調査を進めた 。
しかし、
言えることは「成
吉恩汗寅録
j
を表面に仕立てて、
実はエスガイを三島自身に仮託
していたのではないかということであ 。なお、
テキストは、「三島由紀夫短編仝集
和62年11月20発行
を使用した。
参考文献
奥野他男
三島由紀夫伝説
新潮社
平成5年3月25日
三枝康高
三島由紀夫
その血と青春
昭和51年9月10日
長谷川
泉・武田
勝彦
三島由紀夫事典
明治書院
上巻」
新潮社
昭
- 43 -
第25号
研究室受贈図書雑誌目録口
宇大国語論究（宇都宮大学国語教育学会）宇部国文研究（宇部短期大学国語国文学会）愛媛国文研究（愛媛国語国文学会）
第42号
愛媛国文と教育（愛媛大学教育学部国語国文学会）王朝文学研究誌（ 阪教育 古典文学研究室）
第一ー涵号
大阪青山短大国文（大阪青山短期大学国
会）
第九号
大阪 学文学部紀要
第33巻第1分冊
大谷女子大 国 （大谷女子大学国文学会）
第二十三号
大要国文（大妾女子大 学会）
24
大要女子大学大学院文学研究科論集
第三号
大要女子大学文 部紀要！文系！
第25号
香川 学国文研究（香川 学会）
第17号
学苑（昭和女子 学近代文化研究所）
六三八号
学芸国語国文学（東京 芸大学国語国文学会〉
第24号
第5号
第23号、
第24号
村松
剛
三島由紀夫の世界
新潮社
平成2年9月10日
安藤
武
三島由紀夫研究年表
西田苔店
昭和63年4月298
＾附記〉この小論は第64回「日本文体論学会」（於独協大学）で発表した
ものの一部である。
（岡山大学文学部教授）
学術研究
国語国文学組（早稲田大学教育学部）第40号
学習院大学國語國文學會誌
第36号
香椎潟（福岡女子大学国文学会）
第38号
活水日文（活水学院日本文学会）
26
活水論文集
日本文学科編（活水女子大学・短期大学）
六集
第三十
金沢大学教養部論集
人文科学編
30|2、
31]1
金沢大学国語国文（金沢大学国語国文学会）
第18号
上林暁研究（園田学園女子大学吉村 室）
創刊号
岐阜女子大学紀要，
第22
号
．
京都府立大学学術報告
人文
第44号
共同研究報告書（国文 研究費科館）
平成4年度
九州大谷国文（九州大谷短期 語国
文学会）
第22号
金城国文
（金城学院大学国文学会）
第69号
群馬県立女子大学国文学研究（群馬県立女子大学国語国文学会）第十三号研究紀要（尚絹学園尚網大学）
第16号
言語学論叢（筑波大 一般・応用言語研究室）第十号、
第十一号、
特別号言語文化(-橋大学語学研究室）
第29巻
言語文化研究所年報（武庫川女子大学）
第4号
言文（福島大学国 国文学会）
39．40
- 44 -
